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第 1 章 第 2 章 第 3 章 さらに詳しくはじめに

 実際、多くの組織は、今後 2 年間で
ワークロードの少なくとも半分をパブ
リッククラウドに移行することを計画し
ています。¹ しかし、クラウド環境は組織
が予期していない、あるいは効果的に対
処する準備ができていない可能性のあ
る新たな複雑さをもたらすものでもあり
ます。    

 クラウド・アーキテクチャは効率的でスケー
ラビリティに制限がないことから、企業はパブ
リッククラウド、プライベートクラウド、ハイブ
リッドクラウドなどのクラウド環境に移行して
います。  

はじめに

 たとえば、あらゆるクラウドのニーズに
対して 1 つのクラウド・プラットフォーム
のみを使用するなど、範囲を制限するこ
とでインフラストラクチャの複雑さを抑
制している組織もあります。   しかし、この
戦略が長期的に機能することはめったに
ありません。     

 特定のワークロードで最高のパ
フォーマンスを達成するため、または
進化するテクノロジーのニーズに対応
するためには、複数のクラウド環境の
使用が必要な場合があります。また、
オンプレミスシステムと従来のシステ
ムを管理し維持する必要もあります。
クラウド環境を制限しようと努力して
も、複雑さの増大はほぼ避けられま
せん。 

¹ Red Hat 年次レビュー、「パブリッククラウドにおける Linux の状況」、2022 年 8 月 9 日。

 各コンポーネント、クラウド、プラット
フォーム、およびオペレーティングシス
テム (OS) の管理と維持のために、追
加のオーバーヘッドが必要になります。
やがて基本的なタスクでさえ手に負え
なくなる可能性も否定できません。

複雑さはただ増える
のではなく、倍増する 
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 そのような組織は、クラウド・インフ
ラストラクチャが提供できるメリットを
十分に認識していない可能性がありま
す。  McKinsey & Company の調査によれ
ば、多くの企業はクラウド移行のオーケスト
レーションが非効率なために予想外のコス
トと遅延を被っており、今後 3 年間でクラ
ウド移行に約 1,000 億米ドルの総コストが
発生します。²   

 クラウドの導入が加速するのに伴い、ク
ラウドベースのインフラストラクチャの複雑
さを管理するためのコストが大きな課題に
なっています。 これに対処するには、インフ
ラストラクチャの管理と維持を支援すると
ともに、クラウドベースのプラットフォーム
を活用できるようなアプローチを取る必要
があります。  

Red Hat Enterprise Linux のクラウドエ
クスペリエンスがわかる動画はこちら。

 Red Hat® Enterprise Linux® のような、
組織のクラウド・インフラストラクチャに共
通の基盤を提供できるプラットフォームを
使用している場合でも、環境全体を単一の
プラットフォームに統合することは検討して
いないかもしれません。  

調査の結果

以上の企業がクラウ
ド関連支出の予算を
超過していることが
わかりました。²

Red Hat Enterprise Linux 
が組織のインフラストラク
チャをどのようにサポート
できるか、詳細をご覧くだ
さい。  

²  Balakrishnan, Tara、およびその他、「Cloud-migration opportunity: Business value grows, but missteps abound」、McKinsey & Company、
2021 年 10 月 12 日。

75%
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 一貫性は、実行中のコンポーネントか
らアプリケーションやデータの制御と
管理に至るまで、クラウド環境における
複数の要素にとって重要です。プラット
フォームがすべての環境で一貫していれ
ば、すべてのクラウドとオンプレミスシス
テムを含むクラウド・インフラストラク
チャ全体がより管理しやすくなり、より効
率的に機能します。

  一貫性とは、環境を 1 つのクラウドや
特定のコンポーネント一式だけに制限す
ることではありません。機能とサービス、
コンプライアンスとセキュリティ、ガバナ
ンスと可視性、およびデータ制御がすべ
て連携し、同じ場所から管理されるよう
にするための戦略的アプローチを取るこ
とです。

 マルチクラウド環境の運
用の複雑さに対処する最善
の方法は一貫性 

 一貫性によって 
複雑さに対処する

第 1 章

 システムが複数の環境で動作する場
合、使用する機能とサービスはすべての環
境で利用でき、その環境間で機能する必
要があります。

 プライベートクラウドまたはパブリック
クラウド、従来のアプリケーション、オン
プレミス環境が含まれている、またはこれ
らが組み合わさった環境の場合、これらの
環境間で次のような不整合が生じる可能
性があります。 

一貫した機能とサービス

 あるパブリッククラウドが
提供するサービスが、別のク
ラウド環境では同じバージョ
ンで利用できない、または
まったく利用できない  

 使用しているサービスをク
ラウドプロバイダーが非推奨
としている 

 1 つのクラウド内のサービ
ス (たとえば、メッセージン
グ・アプリケーションなど) が
他の環境では機能しない 
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 セキュリティは、あらゆるシステムにお
いて常に最も重要な要件です。 OS からア
プリケーション、実装に至るまで、環境全
体が導入直後から可能な限り安全である
必要があります。  また、組織のニーズに対
応し、その対応を継続するためには、コン
プライアンスとセキュリティの管理をプロ
アクティブに行うことが必要です。 

 コンポーネントがさまざまな環境に分
散していると、それらすべての同期を維持
することが困難になる場合があります。コ
ンプライアンス要件の進化に応じて、イン
フラストラクチャのあらゆる側面で設定を
個別に更新する必要が生じることもあり

 システムが依存する機能やサービス
を利用できない、あるいは制御できな
い場合、システムの機能を実装して継
続することの複雑さが増大します。  

一貫したコンプライアンスとセキュリティ 

ます。各プロバイダーのコンポーネントに
細かな違いがある場合は、それらを継続
的に把握し、理解し、管理する必要もあ
ります。複数の環境が存在する複雑なイ
ンフラストラクチャでは、セキュリティと
コンプライアンスの管理でたちまち手一
杯になります。 

 オーバーヘッドを管理可能なレベルに
まで削減する唯一の方法は、コンポーネ
ントの設定を一元的に管理し、すべての
環境が一貫して同じセキュリティ要件と
コンプライアンス要件を満たすようにす
ることです。

現在のセキュリティとコンプライアンスに対する高い期待に応えるために
構築された Red Hat Enterprise Linux は、その基盤を提供します。

ワークロードがオープン・ハイブリッドクラウドに移
行するにつれて、組織のアプリケーションとプロセ
スを支えるセキュリティ主導型の基盤を優先するこ
とはますます重要になっています。 
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 IT 業界全体でデータ管理の強化が必
要になり、あらゆる組織に個人情報や財
務情報などのデータを管理するための厳
格な基準を満たすことを求める法律がさ
まざまな国や地域で施行されています。    

 米国のカリフォルニア州消費者プライ
バシー法 (CCPA) と欧州の一般データ保
護規則 (GDPR) により、市場をリードす
るソフトウェア企業、オンライン・プラット
フォーム、小売業者などの主要な組織に
数十億ドルの罰金が科せられました。  

  訴追される恐れがないとしても、データ
は効果的に制御する必要があります。一貫
した環境でデータを管理すれば、この作
業は大幅に単純化されます。

 データが許可なくリリースされているの
を発見した、データが非準拠のクラウド
に格納されている、または単にアプリケー
ションをあるクラウドから別のクラウドに
移行したいといった場合、データをそのク
ラウドから移動するのは困難で費用がか
かる可能性があります。  

一貫したデータ制御

クラウドプロバイダーは多くの
場合、データを自社の環境に
移行するためのツールを提供し
ていますが、そのデータを別の
場所へ移行する際の支援はあ
まり提供してくれません。
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 各環境で何が実行されており、何がリ
ソースを消費しているかを可視化すること
は、それらを制御するために役立ちます。
存在するものを可視化したら、次のステッ
プはそれらの環境を管理するルールを適
用し、システムを一貫して制御できるよう
にすることです。

 その結果、コンピューティング、スト
レージ、および帯域幅のコストが増加し
ますが、これは重大なセキュリティリスク
でもあります。 クラウド環境に、退職した
従業員のユーザーアカウントが何百もあ
ることは珍しくありません。

 たとえば、開発サーバーが休止状態で
も、ある環境内でアクティブなままであ
ることはよくあります。  組織内で誰も気
付かないうちに、セキュリティ上の危険
にさらされる可能性があります。休止状
態、分離されている、またはアクティブな
データがないサーバーにも、重大なリス
クが伴います。

 アプリケーションや新規ユーザーを既存の環
境に追加するのは、通常は極めて簡単です。し
かし、複雑なハイブリッドクラウド環境では、多
くの場合、これがクラウドスプロールにつなが
り、放棄された、不要な、または忘れられたワー
クロードが急速に増加します。

一貫したガバナンスと可視性

インフラストラクチャ内の多
くの環境にわたって一貫した
管理アプローチを取ること
は、クラウドスプロールに対
処するための鍵となります。
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 ワークロードの一貫した信頼性、可用
性、安全性を確保しながら、インフラスト
ラクチャ全体を管理できるようにする必
要があります。多くの組織にとってその答
えは、エンタープライズ向け Linux を使
用することです。エンタープライズ向け 
Linux は、データセンター、クラウド、ま
たはネットワークエッジで重要なワーク
ロードを開発し実行するための標準とし
て広く導入されています。 

オープンソース・ 
イノベーション

 環境の複雑さとスプロールを制御するための
出発点は、OS です。

Linux： ハイブリッド
クラウド向けの OS

第 2 章

エンタープライズ向け Linux が組織に提供できるものには、
次のようなものがあります。 

 Linux は、クラウド・コンピューティン
グの登場とその普及に大きな役割を果
たしました。また、クラウド・コンピュー
ティングとクラウドサービスに最適なオ
ペレーティングシステムとして、その役割
は拡大し続けています。エンタープライ
ズ向け Linux を使用する組織は、オンプ
レミスで使用する場合と同じメリットを
享受でき、Linux はクラウドシステムとオ
ンプレミスシステムをより効率的に統合
できます。 

インフラストラクチャ 
全体の一貫性

コンテナの 
可搬性

大規模な 
拡張性

継続的な 
セキュリティ
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 IT 環境でクラウド・コンピューティング
のメリットを十分に活用するには、どの 
 Linux ディストリビューションを選択する
かを検討することも重要です。 マーケット
プレイスからさまざまな Linux ディストリ
ビューションを入手できるようにしている
クラウドプロバイダーもあります。  

 ディストリビューションはそれぞれに
異なっており、さまざまなサブスクリプ
ションモデル、運用コスト、サポートモデ
ル、既存のインフラストラクチャやサード
パーティ製テクノロジーとの統合を提供
します。  これは、複数のパブリッククラウ
ド・ソリューションまたはプライベートク
ラウド・ソリューションを使用するマルチ
クラウド環境を使用している場合に特に
重要です。  

 Linux で標準化することにより、ワーク
ロードをクラウドに移行するエンタープラ
イズ組織には、オンプレミスとクラウドの
フットプリント間で既存のプロセス、ビジ
ネスプラクティス、知識、およびスキルを
使用できるというメリットがあります。

組織がパブリッククラウド
環境で Linux をどのように
使用しているか、2021 年版
パブリッククラウドにおける 
Linux の状況で詳細をご覧
ください。

エンタープライズ向け Linux は
柔軟性と一貫性を提供します。

 Linux には OS として多くの利点
がありますが、たとえば Red Hat 
Enterprise Linux など単一のバー
ジョンを使用すると、ハイブリッド
クラウド環境全体で一貫性のある
戦略をサポートできます。 
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 Red Hat Enterprise Linux は、ハイブ
リッドクラウド環境がもたらす問題への
対処を支援し、さらに、パブリッククラウ
ド、プライベートクラウド、ハイブリッド
クラウド、およびマルチクラウドのインフ
ラストラクチャで、ワークロード移行の
統合、管理とセキュリティの向上、開発か
らプロダクションへの道のりの可視性と
効率性をサポートします。

 これにより、Red Hat Enterprise Linux 
の実装がシンプルになるだけでなく、購入
プロセスが単純化され、クラウドプロバ
イダーの確約利用料を充当して Red Hat 
Enterprise Linux を購入することがで
きます。個別の要求や承認は必要なく、
予算を最大限に活用できます。このよう

 複雑なマルチクラウド・インフラストラクチャ
を管理するための一貫性は OS から始まる

 Red Hat Enterprise Linux はクラウドプロ
バイダーのマーケットプレイスから入手可能

Red Hat Enterprise Linux：  
 一貫性と信頼性を備えた 
ソリューション

第 3 章

なプログラムの例としては、Amazon 
Web Services (AWS) Marketplace の 
Enterprise Discount Program (EDP) 
や Microsoft Azure の Microsoft 
Azure Consumption Commitment 
(MACC) があります。 

クラウド・マーケットプレイスでのアクセスを単純化 

クラウドプロバイダー
のマーケットプレイスで 
Red Hat Enterprise Linux 
の詳細をご覧ください。

Amazon Web Service での Red Hat

Azure での Red Hat

Google Cloud での Red Hat

Red Hat Enterprise Linux に
よるハイブリッドクラウドの 
メリットや、Red Hat Enterprise 
Linux の詳細をご覧ください。
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 Red Hat Enterprise Linux を選択
すると、クラウドに移行するアプリケー
ションの複雑さと管理上の課題を克服
できます。 

 Red Hat の高度なツールは、プロビジョニング、 
スケーリング、ポリシーの適用から廃止まで、 
アプリケーションの管理を自動化し最適化します。

 あるいは、組織は Red Hat Cloud 
Access を介して既存の Red Hat 
Enterprise Linux サブスクリプショ
ンを使用するか、クラウドプロバ
イダーの従量課金制オプションか
ら選択することができます。また、
Red Hat がお客様と連携してお客
様のニーズに合わせたカスタムプラ
ンを作成することもできます。

 Red Hat Enterprise Linux に
よってインフラストラクチャ全体
で OS を標準化することで、何千
ものサードパーティ製ハードウェ
アとソフトウェア、およびクラウド
プロバイダー間での一貫性と統合
アクセスが得られます。

管理のしやすさ

目標を達成し、組織を拡張
し、将来に向けて拡大するた
めに、他の組織が  Red Hat 
Enterprise Linux をどのよう
に使用しているか 、詳細をご
覧ください。

さらに詳しく

クラウド移行のどの段階にあるかにかかわ
らず、Red Hat Enterprise Linux は組織が
より効率的かつ効果的に前進するために
役立ちます。
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 複数のパブリッククラウドまたはプライ
ベートクラウドで実行されているコンテナ
に加えて、データソースやビジネスを運営
する場所で稼働しているワークロードがあ
る場合、何を実行しているかを把握するだ

 すべての Red Hat Enterprise Linux 
サブスクリプションに、各環境に関する
分析を収集して問題をプロアクティブに
特定および修正する SaaS (Software-
a s-a-S e r v ice) オファリングである 
Red Hat Insights が含まれています。   

 Red Hat Enterprise Linux サブス
クリプションは、柔軟で安定したパ
フォーマンスとセキュリティを提供し、
長期的なライフサイクルサポートに
よってビジネス要件を満たします。サ
ポートされている複数のバージョン
から選択し、スケジュールに合わせて
アップグレードを行い、必要に応じて
新機能を導入できます。 

 Red Hat は、業界有数のハードウェ
ア、ソフトウェア、およびクラウドベ
ンダーと提携しており、より多くの選
択肢、革新性、安定性を提供します。
Red Hat は大規模な認定パートナーエ
コシステムを育成しており、すべての主
要なクラウドプロバイダーでの使用が
認定されています。

 複雑なインフラストラクチャにおける主な難
題の 1 つは、使用しているさまざまな環境に実
装したすべてのコンポーネントの管理です。

 Red Hat Enterprise Linux で利用できる主
な管理機能には、次のようなものがあります。

分析と修復の統合

 Red Hat Enterprise Linux にはワー
クフロー自動化ツールが組み込まれてお
り、Red Hat Satellite および Red Hat 
Ansible® Automation Platform と統
合されているため、組織の環境をより 
簡単かつ効果的に管理することができ
ます。

管理と自動化の効率化

長期ライフサイクルサポー
トと柔軟性

ハードウェア、ソフトウェア、
クラウドプロバイダーとの
パートナーシップと認定

けでも困難であり、各環境で実行されて
いるあらゆるものの維持と更新には、IT 
リソースの時間を非常に多く消費してし
まう可能性があります。
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第 1 章 第 2 章 さらに詳しくはじめに 第 3 章

 デプロイ先にかかわらず同じ OS を使
用することで、ワークロードをクラウドに
移行する際に統一されたエクスペリエン
スを得ることができます。 

 先進的なハイブリッドクラウド環境で
は、パフォーマンス、規模、およびコンプ
ライアンスのニーズを満たす場所にワー
クロードがデプロイされます。Red Hat 
Enterprise Linux は特定の 1 つのクラウ
ド上だけではなく、はるかに大きなパート

 Red Hat は、クラウドでのアプリケー
ションの構築とデプロイに役立つ広範
なエコシステムを提供します。また、Red 
Hat Universal Base Image (UBI) は、コ
ンテナ開発プロジェクトに拡張する際の
作業を効率化するための堅固で安定した 
Red Hat Enterprise Linux ユーザースペー
スを提供します。  

 Red Hat Enterprise Linux のアプリケー
ション・ストリームを使用すると、一般的な

 Red Hat Enterprise Linux は、クラウド、オン
プレミス、エッジなど、さまざまな環境で一貫し
たパフォーマンスとセキュリティを実現するよう
に設計されています。

 Red Hat Enterprise Linux サブスクリプショ
ンでは、Red Hat ナレッジベース、ハウツービ
デオ、デモ、スタートガイド、ドキュメントなどへ
のアクセスが提供されます。 

柔軟性と一貫性

開発者ツールへの完全なサポートとアクセス 

ナーエコシステムの一部として最適に動作
するように設計されているので、ベンダー
ロックインを回避できます。

 つまり、Red Hat Enterprise Linux で
標準化していれば、組織のニーズが変化し
進化しても、スキル、標準、プロセス、ベス
トプラクティス、および管理ツールを保持
できるため、絶え間ない変更による手間と
コストを削減できます。    

言語とツールの最新バージョンにアクセス
できます。これは、ソフトウェアの新しいリ
リースを試す場合に非常に便利です。   

 開発者にとっては、Red Hat Enterprise 
Linux をコンテナホストとして使用するこ
とで、Podman、Skopeo、Buildah などの
多くの追加ツールを使用してコンテナを
稼働させることができるというメリットも
あります。   
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第 1 章 第 2 章 第 3 章はじめに さらに詳しく

 これにより、従来のシステムとオンプ
レミスシステムを統合する選択肢が大
幅に制限されるだけでなく、新たなリス
クが生じる場合があります。それは、そ
の特定のプロバイダーのコストの変化
やテクノロジーアプローチの影響を受
けるからです。 

Red Hat Enterprise Linux でのク
ラウド・インフラストラクチャの構
築について、今すぐ Red Hat の担
当者にご相談ください。

 インフラストラクチャのあらゆるニーズに 1 
つのクラウドプロバイダーのみで対処しようと
すると、そのクラウドサービスの範囲内でしか
対処できないため、不要な課題が生じます。

より効果的な   
アプローチ

さらに詳しく

環境の一貫性、効率性、
効果を高める準備はで
きていますか？

お問い合わせ

より効果的なアプローチ
とは、組織にとって最高
のパフォーマンスを達成
することを目的とした、
柔軟でスケーラブルなク
ラウド戦略を維持するこ
とです。  

 組織のインフラストラクチャに含まれ
る環境の組み合わせに関係なく、成功の
鍵は、ワークロードが存在する場所にか
かわらず一貫性と信頼性を維持するため
の基礎となる OS です。
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